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２
月
28
日（
日
）、
今
回
で
41

回
目
と
な
る
南
小
国
町
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
、
一
般
の
部
18
チ
ー
ム
、
小
・

中
学
生
の
部
15
チ
ー
ム
の
計
33

チ
ー
ム
、
全
２
３
１
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

９
時
か
ら
行
わ
れ
た
開
会
式

で
は
、
髙
橋
町
長
か
ら
の
激
励

の
挨
拶
や
来
賓
挨
拶
、
優
勝
旗

返
還
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
の
合
図
の
音
と
と

も
に
役
場
前
を
32
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
勢
い
よ
く
走
り
出
し
ま

し
た
。

　

駅
伝
大
会
の
コ
ー
ス
は
、
役

場
前
か
ら
、
矢
津
田
、
杉
田
、

赤
馬
場
、
荒
倉
、
千
光
寺
、
竹

の
熊
、
市
原
町
内
、
鬼
山
、
森

園
か
ら
再
び
役
場
前
の
ゴ
ー
ル

ま
で
の
７
区
間
、10
キ
ロ
の
コ
ー

ス
で
す
。
ま
た
、
今
大
会
で
は
、

井い

颯そ
う
し志

さ
ん（
吉
原
）
が
全
区

間
を
１
人
で
走
り
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
近
所
の
人
や
、

ラ
ン
ナ
ー
の
家
族
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
が
応
援
し
て
お
り
、
ラ

ン
ナ
ー
の
力
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

各
中
継
地
点
で
は
ぞ
く
ぞ
く

と
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
た
す
き
を

つ
な
い
で
い
き
ま
し
た
。
ゴ
ー

ル
で
は
、
自
分
の
チ
ー
ム
が
こ

な
い
か
と
、
多
く
の
人
が
待
ち

構
え
て
い
ま
し
た
。
最
初
に
来

た
の
は
、
中
学
校
ラ
ン
ニ
ン
グ

マ
ン
チ
ー
ム
。次
に
消
防
署
Ａ
、

消
防
署
Ｂ
、
そ
し
て
馬
場
チ
ー

ム
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
人
気
の
「
五
郎
丸
」
の
格

好
を
し
て
ゴ
ー
ル
し
た
チ
ー
ム

も
あ
り
、
会
場
は
と
て
も
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
無
事
に
全

33
チ
ー
ム
の
た
す
き
が
最
後
ま

で
つ
な
が
り
第
41
回
南
小
国
町

駅
伝
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

駅
伝
大
会
の
歴
史

　

約
40
年
前
。
３
月
７
日
「
春

の
交
通
安
全
運
動
」
を
テ
ー
マ

に
第
１
回
南
小
国
町
駅
伝
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
時
は
、

12
区
間
20
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
全

19
チ
ー
ム
２
２
８
人
が
走
り
ま

し
た
。
第
１
回
大
会
で
は
、
鞭

馬
幸
助
さ
ん
（
湯
田
上
）
が
招

待
選
手
と
し
て
出
場
し
、
１
人

で
全
区
間
を
走
り
ま
し
た
。
第

１
回
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
は
、

「
馬
場
チ
ー
ム
」
で
し
た
。

　

ま
た
、
駅
伝
大
会
の
後
に
縄

跳
び
大
会
が
行
わ
れ
た
年
も
あ

り
ま
し
た
。
41
年
間
行
わ
れ
て

い
る
駅
伝
大
会
。
家
族
３
世
代

に
わ
た
っ
て
出
場
し
て
い
る
と

い
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
年
は
、
馬
場
チ
ー
ム
が
去

年
に
続
き
優
勝
し
ま
し
た
。
来

年
は
、
馬
場
チ
ー
ム
の
３
連
覇

に
な
る
か
、
も
し
く
は
そ
れ
を

阻
止
す
る
チ
ー
ム
が
出
て
く
る

の
か
。「
南
小
国
町
駅
伝
大
会
」

の
歴
史
が
こ
の
先
も
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

つ
な
ぐ
た
す
き

●大会結果

優勝した馬場チーム

【一般の部】　（タイム）
優　勝　馬場（36 分 27 秒）
準優勝　黒川Ａ（37 分 16 秒）
３　位　波居原（37 分 40 秒）

【一般宣言タイム】　（タイム差）
優　勝　上中原（15 秒）
準優勝　いちはら（28 秒）
３　位　ＯＳＯ（1分）

【小中学生宣言タイム】　（タイム差）
中原小　中原Ｂ（2分 56 秒）
市原小　市原小タイガー（1分 46 秒）
りん小　りん小セブンファイターズ

（3分 36 秒）
中学校　ランニングマン（1分 23 秒）

次の人へたすきをつなぐ１人で全区間を完走した井颯志さん沿道にはたくさんの人が応援に
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『
な
ず
な
の
会
』

　

皆
さ
ん
は
、『
な
ず
な
の
会
』

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
知
っ
て
い

ま
す
か
？

　

平
成
17
年
３
月
22
日
に
、「
南

小
国
町
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

を
作
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
で

き
た
会
で
す
。『
な
ず
な
の
会
』

と
い
う
名
前
の
由
来
は
、
な
ず

な
の
花
言
葉
「
す
べ
て
を
あ
な

た
に
捧
げ
ま
す
」
か
ら
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
な
ず
な
は
「
ど

こ
に
で
も
咲
い
て
い
る
身
近
な

花
」
と
い
う
こ
と
で
、「
ど
こ

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
」

と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。現
在
会
員
数
は
34
団
体
、

約
９
０
０
人
。
町
内
小
・
中
学

生
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、『
な
ず
な
の
会
』
が

行
っ
て
い
る
活
動
は
、
２
月
に

行
わ
れ
る
「
町
内
駅
伝
大
会
」

の
時
の
炊
き
出
し
訓
練
。
そ
し

て
、
９
月
に
行
わ
れ
る
「
晴
れ

ば
れ
り
ん
ど
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」
で
の
町
内
の
除
草
作
業

と
同
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
立
訓
練
と
炊
き
出
し

訓
練
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
春
・
夏
・

冬
休
み
期
間
中
の
子
ど
も
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
グ
ル
ー
プ
で
の
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

駅
伝
大
会
で
の
炊
き
出
し

　

毎
年
、
駅
伝
大
会
で
は
災
害

が
起
こ
っ
た
時
の
炊
き
出
し
の

訓
練
を
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
訓
練
を
し
て
お

か
な
い
と
、
災
害
が
起
き
た
時

に
で
き
な
か
っ
た
り
、
時
間
が

か
か
っ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
駅
伝
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
合
わ
せ
て
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
で
11
回
目
。
訓

練
を
か
さ
ね
る
う
ち
に
、
手
際

も
良
く
な
り
、
周
り
の
関
心
も

高
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
、
な
ず
な
の
会
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
、
食
育
改
善
グ

ル
ー
プ
の
人
た
ち
を
は
じ
め
、

他
の
会
員
や
高
校
生
、
役
員
な

ど
30
人
程
で
約
４
０
０
食
の

「
だ
ご
汁
」
を
作
り
、
駅
伝
大

会
参
加
者
、
応
援
の
皆
さ
ん
に

提
供
し
ま
し
た
。

「
九
州
北
部
豪
雨
」
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

平
成
24
年
７
月
に
起
こ
っ
た

「
九
州
北
部
豪
雨
」
で
は
、
阿

蘇
地
域
も
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
な
ず
な
の
会
で
は
、

役
員
を
は
じ
め
、
会
員
が
交
代

で
毎
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
実
感

し
た
そ
う
で
す
。

つ
な
ぐ
想
い

ボランティア活動に参加しませんか？
　春・夏・冬休みの子どもデイサービ
スなどのボランティア活動に関心のあ
る人は参加しませんか？ 
■問い合わせ

南小国町社会福祉協議会
☎（４２）１５０１
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「
最
近
日
本
で
起
こ
っ
た
災

害
」
と
聞
い
て
一
番
に
思
い
浮

か
ぶ
災
害
は
、『
東
日
本
大
震

災
』
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
県
内
に
お
い
て
は
阿
蘇

地
方
を
中
心
と
す
る
『
九
州
北

部
豪
雨
』
が
起
こ
り
ま
し
た
。

～
九
州
北
部
豪
雨
～

　

平
成
24
年
７
月
11
日
か
ら

14
日
に
か
け
て
九
州
北
部
を
中

心
に
集
中
豪
雨
が
発
生
し
ま
し

た
。
最
多
雨
量
で
は
阿
蘇
乙
姫

で
８
１
６
ミ
リ
を
観
測
し
、
熊

本
市
や
大
分
県
竹
田
市
な
ど
で

は
、
川
の
氾
濫
な
ど
で
避
難
指

示
が
で
ま
し
た
。被
害
と
し
て
は
、

停
電
や
土
砂
崩
れ
、
床
上
床
下

浸
水
な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

～
東
日
本
大
震
災
～

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
最
大
震
度
は
、
宮
城

県
栗
原
市
で
観
測
さ
れ
た
震
度

７
。
そ
の
他
で
も
震
度
６
強
と
い

う
強
い
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
地
震
で
は
岩
手
、

宮
城
、
福
島
な
ど
の
東
北
太
平

洋
沿
岸
部
を
津
波
が
襲
い
ま
し

た
。地
震
や
津
波
だ
け
で
な
く
、

液
状
化
現
象
（
地
震
の
震
動
な

ど
で
砂
地
盤
が
液
状
に
な
る
）

や
、
地
盤
沈
下
、
津
波
の
影
響

で
福
島
第
一
原
発
事
故
も
起
こ

り
ま
し
た
。

災
害
は
い
つ
・
ど
こ
で
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い

　
「
九
州
北
部
豪
雨
」
や
「
東

日
本
大
震
災
」
で
は
、
停
電
や

断
水
、
救
援
物
資
の
遅
れ
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

は
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
常
備
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
避
難

場
所
・
経
路
な
ど
も
家
族
間
で

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

南
小
国
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
と
は
、
自

然
災
害
に
よ
る
被
害
の
範
囲
や

被
害
程
度
、
さ
ら
に
避
難
経
路
、

避
難
場
所
な
ど
の
情
報
が
書
か

れ
て
い
る
地
図
の
こ
と
で
す
。

　

南
小
国
町
の
災
害
時
の
避
難

場
所
は
、
市
原
小
学
校
・
自
然

休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
・
南
小

国
中
学
校
・
中
原
小
学
校
・
り

ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
の
５
つ
で

す
。
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

発
着
地
、
土
砂
災
害
危
険
区
域

な
ど
も
書
い
て
あ
り
ま
す
。（
南

小
国
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。）

防
災
グ
ッ
ズ

　
「
九
州
北
部
豪
雨
」
や
「
東

日
本
大
震
災
」
な
ど
の
災
害
の

後
に
は
、
停
電
や
断
水
な
ど
で

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
使
え
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
救
援
物
資

が
届
く
ま
で
に
、
３
日
は
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
救
援

物
資
が
届
く
間
に
必
要
な
物

（
水
、
食
料
、
電
気
な
ど
）
を

家
庭
や
仕
事
場
な
ど
で
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。「
防
災
バ
ッ
グ
」

に
入
れ
て
お
く
と
便
利
で
す
。

表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

過
去
の
災
害
に
学
ぶ

未
来
へ
つ
な
ぐ

ホームページ
「NHK そなえる防災」で
は、他にも災害の時に
役立つ情報が載っていま
す。－→

（http://www.nhk.or.jp/sonae/）

【九州北部豪雨】
死傷者：約 60 人
住宅などの建物被害が、
約 17,000 棟。

【東日本大震災】
死傷者：約 23,000 人
地震だけでなく、
津波などの被害も出た。

特
集つなぐ

5
広報きよら 2016.3



広報きよら 2016.3
6



　
「
尿
た
ん
ぱ
く
が
出
て
る
け
ど
、
別

に
体
調
も
悪
く
な
い
し
、
問
題
な
い
だ

ろ
う
。」

･･･

健
診
の
結
果
で
こ
ん
な
こ
と
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
？
問
題
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
て
も
、
既
に
腎
臓
に
異
常

が
起
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
腎
臓
の
主
な
働
き

　

腎
臓
は
、
腰
の
辺
り
に
左
右
１
つ
ず
つ

あ
る
ソ
ラ
マ
メ
型
の
小
さ
な
臓
器
で
す
。

①
血
液
を
ろ
過
し
、
老
廃
物
を
尿
と
し

て
排
出
す
る
。

②
血
圧
を
調
整
す
る
。

③
赤
血
球
を
作
る
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
。

④
骨
を
強
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
活
性

化
す
る
。

⑤
体
の
ミ
ネ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
。

　

腎
臓
は
、
体
を
正
常
な
状
態
に
保
つ

た
め
の
大
切
な
臓
器
で
す
。

●
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

　

腎
臓
の
機
能
低
下
が
３
ヶ
月
以
上
続

い
て
い
る
状
態
を
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
と
い
い
、
悪
化
す
る
と
腎
不
全

へ
と
進
行
し
た
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
危
険

な
状
態
で
す
。
日
本
で
の
患
者
数
は
、

１
３
３
０
万
人
に
達
し
、
成
人
の
８
人

に
１
人
が
慢
性
腎
臓
病
で
あ
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慢
性
腎
臓
病
は
最
初
か
ら
自
覚
症
状

が
現
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
症

状
が
現
れ
る
頃
に
は
す
で
に
重
症
化
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
気
付
か

な
い
ま
ま
腎
不
全
に
進
行
し
て
し
ま
え

ば
、
人
工
透
析
や
腎
移
植
が
必
要
に
な

り
、
日
常
生
活
に
も
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

●
健
診
結
果
は
こ
こ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

【
尿
た
ん
ぱ
く
】

　

た
ん
ぱ
く
質
は
腎
臓
で
ろ
過
さ
れ
た

後
、
尿
細
管
で
再
吸
収
さ
れ
る
た
め
、

尿
と
し
て
排
泄
さ
れ
る
の
は
ご
く
わ
ず

か
で
す
。
尿
中
の
た
ん
ぱ
く
質
が
増
加

し
て
い
る
と
、
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し

て
い
る
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

正
常
値　

－
（
陰
性
）

【
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
】

　

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
と
は
、
た
ん
ぱ
く
質

の
燃
え
カ
ス
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
本

来
は
腎
臓
で
ろ
過
さ
れ
て
尿
と
し
て
排

泄
さ
れ
ま
す
が
、
腎
臓
の
機
能
が
低
下

す
る
と
、
血
液
中
に
留
っ
た
ま
ま
に
な

り
ま
す
。

正
常
値　

男
性　

１
・
０
㎎
／
㎗
未
満

　
　
　
　

女
性　

０
・
７
㎎
／
㎗
未
満

【
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
】

　

腎
臓
が
老
廃
物
を
ろ
過
し
、
排
泄
す

る
能
力
を
示
す
数
値
で
す
。
血
液
検
査

に
よ
る
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
お
よ
び
年

齢
・
性
別
な
ど
か
ら
推
計
さ
れ
ま
す
。

加
齢
に
よ
っ
て
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

正
常
値　

60
％
以
上

●
腎
臓
を
ま
も
る
ポ
イ
ン
ト

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
も
腎
臓
の
働
き
を
低
下
さ
せ
る
要
因

で
す
。
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
た
め
に
日
々
の
生
活
習
慣
を
改
善

す
れ
ば
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

①
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る

　

一
汁
三
菜
は
、
必
要
な
栄
養
素
が
過

不
足
な
く
と
れ
る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
で
す
。

②
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
に
注
意

　

麺
類
の
つ
ゆ
を
飲
み
干
さ
な
い
・
調

味
料
は
か
け
ず
に
つ
け
る
・
漬
物
は
控

え
る
な
ど
、
意
識
し
て
塩
分
の
摂
り
過

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
適
度
な
運
動
を
定
期
的
に

　

疲
れ
が
た
ま
る
よ
う
な
激
し
い
運
動

で
は
な
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
程
度
の
軽

い
運
動
を
行
い
、
血
行
を
よ
く
し
ま

し
ょ
う
。

④
お
酒
は
適
量
・
禁
煙
を

　

１
日
の
適
量
は
ビ
ー
ル
中
瓶
１
本
程

度
で
す
。
喫
煙
は
腎
臓
だ
け
で
な
く
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

⑤
不
必
要
な
薬
を
飲
ま
な
い

　

薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、
腎

臓
に
悪
影
響
を
与
え
る
も
の
も
あ
る
の

で
、
常
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
ト
イ
レ
は
我
慢
せ
ず
、
水
分
は
過
不

足
な
く
摂
る

　

汗
を
か
い
た
と
き
は
意
識
し
て
水
分

を
摂
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑦
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
込
ま
な
い
よ
う
に

　

不
規
則
な
生
活
を
避
け
て
、
睡
眠
を

し
っ
か
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

広
報
き
よ
ら
４
月
号
と
一
緒
に
、

平
成
28
年
度
の
健
康
診
査
申
込
書
を

配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

自
分
の
腎
臓
の
状
態
を
知
る
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
特
定
健
診
を
受
診
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
腎
機
能
が
低
下
傾
向
に
あ

る
人
に
は
、
保
健
師
が
訪
問
な
ど
に

伺
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
腎
臓
を

守
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
、
保

健
師
も
頑
張
り
ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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○
軽
自
動
車
税　

税
制
改
正
に
つ
い
て

　

国
お
よ
び
地
方
を
通
じ
た
自
動
車
関

連
税
制
の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成
28
年

度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、

最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し

た
三
輪
お
よ
び
四
輪
の
軽
自
動
車
に
つ

い
て
重
課
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
三
輪
お
よ
び
四
輪
の
軽
自
動

車
で
、
排
出
ガ
ス
性
能
お
よ
び
燃
費
性

能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い
も
の

に
つ
い
て
、グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）

を
適
用
し
ま
す
。

①
最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年
経
過
し

た
三
輪
・
四
輪
の
軽
自
動
車
（
自
動

車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
初
度

検
査
年
月
が
「
平
成
14
年
」
以
前
の

軽
自
動
車
。
電
気
・
天
然
ガ
ス
・
メ

タ
ノ
ー
ル
・
混
合
メ
タ
ノ
ー
ル
・
電

力
併
用
・
被
牽
引
車
を
除
く
。）

　

…
…
…　

重
課　

②
電
気
自
動
車
・
天
然
ガ
ス
軽
自
動
車

（
平
成
21
年
排
出
ガ
ス
10
％
低
減
）

…
…
…　

75
％
軽
減　

③【
乗
用
】

　

平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
75
％
低
減

達
成
（
★
★
★
★
）
か
つ
平
成
32
年

度
低
燃
費
基
準
＋
20
％
達
成
車

　
【
貨
物
用
】

　

平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
75
％
低
減

達
成
（
★
★
★
★
）
か
つ
平
成
27
年

度
低
燃
費
基
準
＋
35
％
達
成
車

…
…
…　

50
％
軽
減　

④【
乗
用
】

　

平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
75
％
低
減

達
成
（
★
★
★
★
）
か
つ
平
成
32
年

度
低
燃
費
基
準
達
成
車

　
【
貨
物
用
】

　

平
成
17
年
排
出
ガ
ス
基
準
75
％
低
減

達
成
（
★
★
★
★
）
か
つ
平
成
27
年

度
低
燃
費
基
準
＋
35
％
達
成
車

…
…
…　

25
％
軽
減　

※
上
記
②
、
③
に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ

ン
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
す
る
軽
自

動
車
に
限
り
ま
す
。

※
各
燃
費
基
準
の
達
成
状
況
は
、
自
動

車
検
査
証
の
備
考
欄
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

○軽自動車税額表（H28.4.1 以降）

熊本県知事選挙が執行されます！
　・投票日　３月27日（日）
　・投票時間　午前７時～午後６時
■当日投票に行けない人は、期日前投票へ
　期日前投票　３月 11日（金）～ 26日（土）
　投票時間　　午前８時 30分　から　午後８時
　投票場所　　自然休養村管理センター

　　　　選挙は、政治に参加する大切な機会です。
あなたの大切な一票を無駄にしないよう、進んで投票に行きましょう。

■問い合わせ　　南小国町選挙管理委員会（役場総務課内）　☎ （４２）１１１１

広報きよら 2016.3
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■
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す

る
と
き
に
、
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の

承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、

保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ

て
年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
後
か

ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
追
納
さ
れ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

追
納
を
行
う
場
合
は
、
年
金
事
務
所

へ
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。申
込
み
後
、

厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
う
え

で
、
納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
納

付
の
方
法
は
、
納
付
書
の
み
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

追
納
が
可
能
な
期
間
は
、
承
認
さ
れ

た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
等
期
間
で

す
。

　

納
付
は
、
承
認
さ
れ
た
期
間
の
う
ち

で
古
い
期
間
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
、
も
し
く
は
納
付
猶

予
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
、
3
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

納
す
る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
お

早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
失
業
な
ど
に
よ
る
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
の
申
請

　

失
業
し
た
場
合
も
、
納
付
が
困
難
な

場
合
と
同
様
に
保
険
料
免
除
・
納
付
猶

予
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
申
請
書
提
出

に
は
、
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
場
合
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の

写
し
ま
た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
な
ど
の
写
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

春
雨
に
梅
の
小
枝
の
茶
に
染
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
津　

靑
山

風
音
も
筧
の
水
も
春
告
げ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

白
龍

老
二
人
句
誌
讀
み
交
し
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

雪
解
け
の
庭
に
雀
の
餌
を
蒔
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
隈
湯
風
呂

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
貴
重
な
一
個
手
に
し
た
り　
　
　
　

上
島　

敬
次

白
梅
や
蕾
に
日
和
り
の
ち
と
足
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

髙
幹

も
の
の
芽
や
歩
に
口
づ
さ
む
早
春
賦　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

春
の
畑
何
か
ゞ
動
く
気
配
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

小
春
な
る
籾
殻
焼
き
の
匂
い
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
里　

典
子

月
待
た
ず
梅
満
開
に
一
喜
一
憂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

花
嫁
の
孫
と
手
を
取
り
春
白
寿
（
靑
山
孫
の
結
婚
式
）　
　
　

北　
　

千
鶴

毎月 19日は「食育の日」です！
　今月の「ふるさとくまさんデー」は天草の味で
す。天草のあおさやタコを使った、スープやぶた
あえを作りました。「ぶたあえ」とは、天草の郷
土料理で、私たちのよく知る「みそいため」のこ
とです。豚肉が入っていないのになぜ「ぶたあえ」
というのかというと、その昔、沖縄からやってき
た人から「チャンプルー」という料理を教えても
らったそうなのですが、天草では豚肉を食べるこ
とは１年に数回しかなく、いつでも手に入る「タコ」
を代わりに入れて作ったことが始まりだそうです。
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火
災
に
注
意
！

　

３
月
に
な
り
空
気
が
乾
燥
し
火
災
の

起
こ
り
や
す
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
時
期
は
火
入
れ
な
ど
も
行
わ

れ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
大
き
な

火
災
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

外
出
前
、
就
寝
前
な
ど
に
は
火
の
元

の
確
認
を
再
度
お
願
い
し
ま
す
。

　

も
し
、
火
災
が
起
き
た
場
合
、
初
期

消
火
と
し
て
用
い
る
の
が
消
火
器
で

す
。
今
回
は
消
火
器
の
点
検
方
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

点
検
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①　

安
全
ピ
ン
は
付
い
て
い
る
か
。

②　

容
器
に
サ
ビ
や
変
形
は
な
い
か
。

③　

ホ
ー
ス
に
ひ
び
割
れ
が
な
い
か
。

④　

容
器
を
揺
ら
し
て
、
中
の
薬
剤
か

ら
サ
ラ
サ
ラ
音
が
聞
こ
え
る
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
消
火
器
は
簡
単
に
点

検
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ざ
と
い

う
時
、
迅
速
に
使
え
る
よ
う
点
検
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

有
害
サ
イ
ト
な
ど
か
ら
子
ど
も
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
子
ど
も

に
有
害
な
情
報
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
興

味
本
位
、
安
易
な
気
持
ち
か
ら
、
子
ど

も
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・

ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
な
ど
）
や
無
料
通
話
ア

プ
リ
を
使
っ
て
見
知
ら
ぬ
人
と
知
り
合

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

熊
本
県
少
年
保
護
育
成

条
例
で
は
、
保
護
者
は

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用

な
ど
に
よ
り
、
少
年
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
適
切
な
管
理
に

努
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

犯
罪
被
害
か
ら
守
り
健
や
か
に
育
て
る

た
め
に
も
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用

す
る
と
と
も
に
、
家
族
で
十
分
話
し

合
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の

ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

春
休
み
期
間
中
の
少
年
非
行
・

家
出
を
防
止
し
よ
う
！

　

例
年
、
卒
業
・
新
学
期
を
迎
え
る
こ

の
時
期
は
、
少
年
の
気
持
ち
が
不
安
定

に
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
春
休
み
の
開

放
感
か
ら
家
出
や
飛
行
に
走
る
傾
向
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
の
言

葉
や
生
活
態
度
に
注
意
し
て
、

○
行
先
を
告
げ
ず
に
外
出
し
た
り
、
帰

宅
時
間
が
遅
く
な
る
。

○
深
夜
外
出
、無
断
外
泊
が
多
く
な
る
。

○
嘘
を
つ
い
た
り
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
落

ち
着
き
が
な
く
な
る
。

○
付
き
合
う
友
達
が
変
わ
り
、
服
装
が

派
手
に
な
っ
た
り
、
化
粧
を
す
る
。

○
片
時
も
携
帯
電
話
を
離
そ
う
と
せ

ず
、
使
用
時
間
も
長
く
な
る
。

　

な
ど
、
非
行
の
「
兆
し
」
を
発
見
し

た
場
合
、早
期
に
適
切
な
指
導
を
行
い
、

子
ど
も
を
非
行
に
走
ら
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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菊
池
恵
楓
園
視
察
研
修

　

２
月
25
日（
木
）に
菊
池
恵
楓

園
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
で
12
回
目
に
な
り
ま

す
。
南
小
国
中
学
校
３
年
生
37

名
を
含
む
町
民
71
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
午
前
中
、
菊
池

恵
楓
園
入
所
者
自
治
会
副
会
長

太
田
明
さ
ん
の
講
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　

私
は
、
次
の
よ
う
な
話
が
心

に
残
り
ま
し
た
。

○
現
在
２
７
５
名
の
入
所
が
い

て
、
平
均
年
齢
が
83
歳
に
な
り

ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
、

医
学
的
に
は
解
決
し
て
い
る

が
、
社
会
的
に
は
解
決
し
て
い

な
い
。
後
遺
症
が
あ
る
の
で
い

ま
だ
に
偏
見
や
差
別
が
あ
る
。

○
今
後
次
の
よ
う
な
こ
と
を
伝

え
て
い
き
た
い
。「
保
育
園
が

で
き
、
入
園
の
希
望
が
増
え
て

い
る
。
将
来
、
小
中
一
貫
校
の

建
設
も
考
え
て
い
る
。」
こ
の

よ
う
に
地
域
へ
恵
楓
園
を
開
放

し
て
い
き
た
い
。

○
入
所
者
の
人
が
ど
う
し
て
偽

名
を
使
う
か
と
質
問
を
受
け
る

が
、
家
族
に
迷
惑
を
か
け
な
い

た
め
で
あ
る
。
名
前
だ
け
で
な

く
、
自
分
の
ル
ー
ツ
を
入
所
者

は
失
っ
て
い
る
。

　

午
後
か
ら
は
、
３
班
に
分
か

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ

ん
の
案
内
で
、
火
葬
場
、
納
骨

堂
、
監
禁
室
、
社
会
交
流
会
館

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

○
や
は
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

に
も
事
実
に
対
す
る
無
知
が
生

ん
だ
差
別
や
偏
見
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
の
事
を
知
る
前
に
ハ
ン
セ

ン
病
が
細
菌
に
よ
る
も
の
、
感

染
力
が
非
常
に
弱
い
こ
と
、
薬

で
治
る
こ
と
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
薬
の
副
作
用

に
よ
る
見
た
目
、
人
々
が
流
布

し
た
と
い
う
迷
信
（
遺
伝
的
な

も
の
で
治
ら
な
い
）
な
ど
、
科

学
的
根
拠
の
な
い
も
の
に
よ
っ

て
差
別
が
生
み
出
さ
れ
た
の

は
、
と
て
も
悲
し
い
こ
と
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

一
方
で
、
国
に
よ
る
隔
離
政
策

が
80
年
～
90
年
ほ
ど
続
い
て
い

た
こ
と
が
、
と
て
も
残
念
な
気

持
ち
を
抱
か
せ
ま
し
た
。
今
も

な
ぜ
差
別
が
あ
る
の
か
、
再
び

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
差
別

が
あ
る
背
景
に
は
、
こ
う
し
た

事
実
に
対
す
る
無
知
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
私
自

身
、
太
田
さ
ん
か
ら
お
話
い
た

だ
い
た
こ
と
を
活
か
し
て
い
く

た
め
、
無
関
心
・
無
知
な
自
分

を
捨
て
て
い
く
努
力
、
理
解
し

よ
う
と
す
る
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ

き
、
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

○
今
回
、
初
め
て
研
修
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
も
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す

る
講
演
会
や
そ
れ
に
関
す
る
資

料
な
ど
で
学
習
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
現
地

で
実
際
に
学
び
、
見
て
感
じ
る

事
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
医
学
的
に
は
、
治
癒
さ

れ
る
病
気
で
あ
る
の
に
、
今
も

な
お
偏
見
・
差
別
が
残
っ
て
い

る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
ハ
ン
セ

ン
病
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を

得
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
こ
と

を
改
め
て
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
南
小
国
町
が
宿
泊
拒

否
事
件
以
降
、
継
続
し
て
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
継
続

的
な
取
り
組
み
が
、
正
し
い
知

識
を
与
え
、
差
別
や
偏
見
の
な

い
き
よ
ら
の
郷
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
私

も
も
っ
と
こ
の
よ
う
な
機
会
を

と
ら
え
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
朝
か
ら
雪
が
舞
う

寒
い
一
日
で
し
た
が
、
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
菊
池
恵
楓
園
研
修
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感

想
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
啓

発
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
は
、

正
し
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
大

切
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

144

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
当
事
者
の
想
い
を
聞
く
こ
と
が
大
事

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

太田明さんによる講話
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１
　

今
回
は
、
小
国
郷
に
と
っ
て
大

変
深
刻
な
お
知
ら
せ
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
小
国
の
医
療
に
携

わ
っ
て
い
た
、
脳
神
経
外
科
の
山

田
副
院
長
と
小
児
科
の
伊
藤
医
師

の
移
動
が
決
ま
り
、
そ
の
後
の
派

遣
医
局
か
ら
の
医
師
補
充
が
行
わ

れ
な
い
事
に
な
り
ま
し
た
。
４
月

以
降
の
脳
神
経
外
科
外
来
は
な
く

な
り
、
小
児
科
の
診
療
は
現
在
と

は
異
な
る
形
に
な
る
可
能
性
が
高

い
と
い
う
現
状
で
す
。

　

も
と
も
と
、
派
遣
医
師
は
大
学

医
局
の
ご
厚
意
で
お
借
り
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
医
局
に
入
局
す

る
医
師
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
近

年
、
多
く
の
医
局
が
医
師
派
遣
を

継
続
で
き
な
い
事
態
に
な
っ
て
い

る
事
は
、
い
ぜ
ん
か
ら
お
伝
え
し

て
い
る
と
お
り
で
す
。

 
今
回
、
特
に
深
刻
な
の
は
、
小

国
郷
か
ら
小
児
科
専
門
医
師
が
消

失
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
小
国

で
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
に
は
、
小
児
科
医
の
存
在
は
必

要
条
件
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
公
立
病
院
か

ら
い
く
つ
か
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に

小
児
科
医
派
遣
を
依
頼
し
、
週
に

数
回
の
外
来
は
確
保
で
き
そ
う
で

す
が
、
現
状
、
毎
日
小
児
科
外
来

を
開
く
こ
と
は
で
き
る
状
況
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　

公
立
病
院
の
医
師
数
減
少
は
も

は
や
公
立
病
院
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
小
国
郷
住
民
の
問
題
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
小
国
の

医
師
は
、
開
業
医
の
先
生
ま
で
含

め
、
全
員
小
国
出
身
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
小
国
の
皆
さ
ん
が
声
を
上

げ
、
医
師
確
保
に
動
い
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
、
小
国
の
医
療
は
守

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
看
護
師

に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

　

私
た
ち
も
精
一
杯
の
努
力
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
援
護
な
く
し
て
、
こ
の
問
題
は

解
決
で
き
ま
せ
ん
。
小
国
の
病
院

を
支
え
る
の
は
小
国
郷
住
民
の
皆

さ
ん
な
の
で
す
。

〈インフルエンザ〉

　インフルエンザが流行し
ています。インフルエンザ
は、普通の風邪とは異なり、
突 然 38 度 以 上 の高 熱 や、
関節痛、筋肉痛、頭痛などの他、全身倦怠感、
食欲不振などの「全身症状」が強く表れるの
が特徴です。インフルエンザの症状を改善す
るためには、体内にいるインフルエンザウイル
スの増殖を防ぐ「抗インフルエンザウイルス
薬」の服用が有効です。高熱がでてから、12
時間程度でインフルエンザの検査が陽性にな
りますので、この時期を見計らって、インフル
エンザの検査をされることをおすすめします。

脳
神
経
外
科
と
小
児
科
の
常
勤
医
師
の
退
任

小
国
公
立
病
院　

院
長　

坂
本
英
世
・
医
局
員
一
同　

小国公立病院・おぐに老人保健施設
LED 照明・太陽光発電設置

　小国公立病院・おぐに老人保健施設が明るくなった
のに気づきましたか？

　グリーンプラン・パートナーシップ事業（公共施設
低炭素化設備導入事業）GPP 事業により、小国町と小
国公立病院、おぐに老人保健施設の３つの公共施設に
ついて、① LED 照明②太陽光発電③木質バイオマスボ
イラーの３つの設備を導入することになりました。
　その中で、平成 27 年度事業として、院内の電気に
ついては、LED 照明に変更し、太陽光パネルが病院
屋上に設置されました。
　LED 照明、太陽光発電パネル導入によるメリット
として、電気使用料金の削減、CO2 の削減があります
が、院内・施設内が明るくなったことにより、職員も、
患者さんも笑顔が明るくなったように感じます。
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地
域
貢
献「
牛
乳
パ
ッ
ク
づ
く
り
」

　
１
月
29
日（
金
）、
牛
乳
パ
ッ
ク
椅
子
づ

く
り
を
全
学
年
で
行
い
ま
し
た
。
生
徒

会
代
表
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
作

り
方
を
指
示
し
、
各
班
ご
と
に
作
成
し
、

20
個
の
牛
乳
パ
ッ
ク
椅
子
を
作
り
あ
げ

ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
椅
子
は
、
社
会

福
祉
協
議
会「
り
ん
ど
う
荘
」と
連
携
し
、

南
小
国
町
の
各
公
民
館
に
、
生
徒
会
代

表
が
後
日
持
っ
て
行
く
予
定
で
す
。

　

地
域
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活
動
を

生
徒
会
を
中
心
に
今
後
も
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
、
生
徒
に
も
社
会

福
祉
の
大
切
さ
を
知

ら
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
入
生
体
験
授
業
・
学
校
説
明
会

　

２
月
９
日（
火
）、
新
入
生
の
体
験
授

業
お
よ
び
南
中
の
学
校
生
活
に
関
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
体
験
授
業
は
、
理
科
・
社

会
科
か
ら
一
つ
、
音
楽
・
技
術
か
ら
一

つ
、
新
入
生
が
選
択
し
た
２
教
科
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
「
楽
し
か
っ
た
で
す
か
？
」
と
い
う

質
問
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
「
楽

し
か
っ
た
。」
と
い
う
意
思
表
示
を
し

て
く
れ
ま
し
た
が
、「
分
か
り
や
す
か
っ

た
で
す
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て

は
、
も
う
一
つ
で
し
た
。
20
分
と
い
う

短
い
時
間
で
の
授
業
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
来
年
度
、
新
入
生
の
頑
張
り
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
説
明
会
で
は
、
生
徒
会
を
中
心

に
、『
あ
そ
じ
へ
靴
』
の
取
り
組
み
な

ど
を
寸
劇
を
交
え
、
分
か
り
易
く
説
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
部
活
動
紹

介
で
は
、
新
キ
ャ
プ
テ
ン
が
、
堂
々
と

し
た
態
度
で
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
月
か
ら
３
年
生
は
、
家
庭
学
習
期

間
と
な
り
ま
し
た
。
登
校
日
は
４
日
間

で
、
そ
の
期
間
に
、
内
定
者
セ
ミ
ナ
ー

や
消
費
者
教
育
講
話
等
が
あ
り
、
３
月

１
日
に
は
卒
業
式
を
迎
え
ま
す
。
３
年

生
は
卒
業
に
向
け
、
こ
の
期
間
を
利
用

し
自
分
を
磨
き
進
路
先
で
活
躍
で
き
る

よ
う
努
力
を
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

消
費
者
教
育
講
話
と
内
定
者
セ
ミ
ナ
ー

　

２
月
12
日（
金
）、
３
年
生
向
け
に
消

費
者
教
育
講
話
と
内
定
者
セ
ミ
ナ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。
消
費
者
教
育
講
話
で
は

講
師
と
し
て
、
熊
本
県
金
融
広
報
委
員

会
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
江
藤
様

を
お
迎
え
し
、
消
費
生
活
に
必
要
な
知

識
を
得
て
、
悪

質
商
法
等
に
よ

る
被
害
を
未
然

に
防
止
す
る
方

法
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
内

定
者
セ
ミ
ナ
ー

で
は
講
師
と
し

て
、
オ
フ
ィ
スD

ear
の
今
村
様
を
お

迎
え
し
、
入
社
に
向
け
た
心
構
え
や
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
び
、
社
会
人

生
活
へ
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
講

話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
が

真
剣
に
話
を
聴
い
て
い
る
様
子
が
印
象

的
で
し
た
。

生
徒
集
会

　

２
月
19
日（
金
）生
徒
集
会
が
あ
り
ま

し
た
。
初
め
に
生
徒
会
長
が
、
今
年
の

１
月
19
日
に
起
こ
っ
た
台
湾
地
震
へ
の

募
金
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
そ
の
後
、

卒
業
式
に
向
け
て
式
歌
の
練
習
が
あ
り

ま
し
た
。
在
校
生
は
卒
業
生
を
し
っ
か

り
と
送
り
出
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
小

国
高
校
を
支
え
る
立
場
と
し
て
誇
り
を

持
ち
こ
れ
か
ら
を
過
ご
し
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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　文：田北
　絵：橋本
企画：南小国町
　　　南小国町社会
　　　福祉協議会
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　日本バッハコンクールは、音楽の原点を学び、
生涯にわたりピアノを学び続けるための音楽的基
礎を育成するという目的で行われています。各地
区で行われる地区予選での成績優秀者が東京で開
催される全国大会に進みます。
　井

い の
野寬

ひろたか
崇さん（高花）は平成 27 年 10 月 31 日

（土）に開催された、「日本バッハコンクール熊本
地区」高校Ａコースで優秀賞。続く、平成 28 年
２月６日（土）に東京で開催された「日本バッハ
コンクール全国大会」で高校Ａコース
銅賞に輝きました。

　２月 12 日（火）に、食生活改善推
進グループと子育て支援広場ぬくもり
主催のクッキング会が行われ、親子７
組と一般参加者の計 32 人が参加しま
した。
　最初に食生活から健康を考えるとい
う講話があり、次に野菜をふんだんに
使用した豆乳カルボナーラ風や、野菜
スープ、ライスペーパーを使った生春
巻きを作りました。参加者は、子育て
中の悩みを相談したりと交流を楽しん
でいる様子でした。

　１月 28 日（木）、阿蘇市大阿蘇環境センター「未
来館」で開催された平成 27 年度「学校・家庭・
地域連携フォーラム」において、平成 27 年度熊
本県家庭教育功労者として、城

き ど
戸敬

たかのり
則さん（脇戸）

が表彰を受けました。城戸さんは、現在南小国町
ＰＴＡ連絡協議会長を始め、くまもと「親の学び」
プログラムトレーナーとしても活躍しており、家
庭教育支援に積極的に取り組んできたことが高く
評価を受け、今回の受賞になりました。

―――受賞おめでとうございます―――

―――――合同クッキング会―――――

●日本バッハコンクール銅賞

●平成 27年度熊本県家庭教育支援功労者表彰受賞
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　２月３日（水）に、りんどう荘の子育て広場き
ららで、子育て中の親子を対象に節分イベント
が行われました。
　ペットボトルに色のついた水を入れ、画用紙
で作った目や口を貼り付けて完成させた鬼のお
もちゃにボールをぶつけたり、輪投げをして遊
びました。途中、職員が扮した鬼が登場すると、
泣き叫ぶ子どもたちの姿もみられました。
　また、デイサービス利用の高齢者も鬼退治を
して、今年１年健康で過ごせるようにと願いを
込めて大豆やボール
を投げていました。

　２月５日（金）に、小国町切原の
小国家畜市場で、休止前の最後の
市場が行われました。
　出頭数の減少、それに伴う買い
付け業者の出入りの減少のため、
市場は一端「休止」となります。
　最後の市場となったこの日は、
小国郷両町などの畜産農家約 40
軒から繁殖牛 33 頭を含む約 70
頭が出品され、次々に競りにかけ
られました。今回で休場というこ
とで多くの畜産関係者訪れていま
した。

　２月３日（水）に、市原保育園で豆まきが行わ
れ、手作りの面をつけた園児７４人が大豆を投
げたり、節分についての紙芝居を楽しみました。
　３歳児以下には甘納豆、年上の園児には炒っ
た大豆が配られ、しっかりかんで味わった後は

「鬼は外」と元気な声で豆まきをしていました。
　また、２人の先生が扮する鬼も登場し、泣き
ながら先生にしがみついたり、大喜びで豆を投
げたりする姿が見られました。

―――――  町内各地で節分  ―――――

―――――小国家畜市場休止―――――

●りんどう荘きらら

●市原保育園
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）
を
申
請
し
た

人
に
、
順
次
カ
ー
ド
を
交
付
し

ま
す
。
交
付
通
知
書（
ハ
ガ
キ
）

を
送
り
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

を
持
っ
て
、
役
場
町
民
課
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。な
お
、カ
ー

ド
の
交
付
は
予
約
制
で
す
。
事

前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
必
要
書
類

・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

・
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類（
※
）

※
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
付

き
の
も
の
１
点
、
そ
れ
以
外

の
書
類
（
健
康
保
険
証
、
年

金
手
帳
、
学
生
証
な
ど
）
は

２
点

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お

持
ち
の
人
の
み
）

■
注
意
事
項

・
交
付
は
事
前
に
予
約
し
た
人

を
優
先
し
て
行
い
ま
す
。
事

前
の
連
絡
を
忘
れ
ず
に
お
願

い
し
ま
す
。

・
交
付
に
は
１
人
当
た
り
30
分

～
40
分
か
か
り
ま
す
。
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

・
カ
ー
ド
交
付
時
に
は
暗
証
番

号
の
登
録
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
考
え

て
お
く
と
手
続
き
が
ス
ム
ー

ズ
に
な
り
ま
す
。

・
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は
原
則

本
人
で
す
。
病
気
や
身
体
の

障
害
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
り
、
役
場
へ
お
越

し
で
き
な
い
場
合
は
代
理
人

に
委
任
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
代
理
権
者
の
確
認
書
類

や
、
来
庁
が
困
難
で
あ
る
こ

と
を
証
す
る
書
類
等
を
持
参

し
な
け
れ
ば
交
付
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
詳
し
く
は
町
民
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

○
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は

お
済
み
で
す
か
？

　

郵
便
局
の
保
管
期
限
経
過
な

ど
を
理
由
に
返
戻
さ
れ
た
通
知

カ
ー
ド
を
役
場
で
保
管
し
て
い

ま
す
。

　

役
場
で
の
保
管
期
限
は
平
成

28
年
３
月
末
ま
で
で
す
の
で
、

受
け
取
り
が
お
済
み
で
な
い
人

は
、
本
人
確
認
書
類（
※
）
を
ご
持

参
の
う
え
、
早
め
に
町
民
課
で

受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
受
け
取
り
は
平
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
で
す
。

定
期
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
坂
本

仁
郎
さ
ん
に
よ
る
法
律
相
談
で

す
。
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
日
時　

３
月
18
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

■
場
所　

役
場　

議
長
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

農
地
を
「
貸
し
た
い
人
」「
借

り
た
い
人
」
募
集
！

　

熊
本
県
農
業
公
社
で
は
、
農

業
経
営
を
縮
小
さ
れ
る
人
な
ど

か
ら
農
地
を
借
り
受
け
、
担
い

手
農
家
な
ど
に
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
地
域
の
担

い
手
農
家
に
農
地
を
貸
し
た

い
」「
良
い
農
地
が
あ
れ
ば
借

り
た
い
」
と
い
う
人
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
農
業
公
社

☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

も
の
づ
く
り
に
関
す
る
支
援

　

県
で
は
、小
規
模
事
業
者（
製

造
業
）
の
人
材
育
成
を
支
援
す

る
た
め
、
専
門
知
識
を
持
っ
た

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
人
材
育
成
の
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
無
料
で
応
じ
る
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
い
技
術
を
持
つ
講

師
を
企
業
に
派
遣
し
て
、
技
術

指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）く
ま
も
と
産
業
支
援
財
団

☎
０
９
６（
２
８
９
）２
４
３
８

熊
本
県
内
装
飾
古
墳

一
斉
公
開
！

　

普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
古
墳
を
含
め
て
一
斉
公
開
期

間
は
専
門
職
員
の
解
説
を
聞
き

な
が
ら
見
学
で
き
ま
す
。

■
公
開
日
時

３
月
19
日（
土
）、
20
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
公
開
会
場

①
塚
坊
主
古
墳
、石
之
室
古
墳
、

宇
賀
岳
古
墳
、
横
山
古
墳

②
永
安
寺
東
古
墳
、大
坊
古
墳
、

石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴
群　

な
ど

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）の

交
付
が
始
ま
り
ま
し
た（
予
約
制
）

マイナンバーカードの様式について

【おもて面】　　　　　　　　　　　　　　【うら面】
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■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

県
立
装
飾
古
墳
館

☎
０
９
６
８（
３
６
）２
１
５
１

農
業
委
員
会
総
会
日
程
お
よ
び

許
可
申
請
書
の
受
付
期
限
の
変
更

　

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
施

行
さ
れ
る
改
正
農
地
法
に
よ

り
、
30
ア
ー
ル
を
超
え
る
農
地

の
転
用
に
つ
い
て
は
農
業
委
員

会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
に
意
見

を
聴
く
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
農
業
委

員
会
総
会
の
日
程
と
許
可
申
請

書
の
受
付
期
限
を
次
の
と
お
り

変
更
い
た
し
ま
す
。

・
農
業
委
員
会
総
会

　

…
毎
月
10
日
頃

・
許
可
申
請
書
の
受
付
期
限

…
総
会
前
月
の
27
日（
休
日

の
場
合
は
翌
開
庁
日
）

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
農
業
委
員
会
事
務
局

（
役
場
農
林
課
農
政
係
）

☎（
４
２
）１
１
１
４

平
成
28
年
度

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

　

広
報
の
折
り
込
み

に
入
っ
て
い
る
ゴ
ミ
カ
レ
ン

ダ
ー
は
平
成
28
年
度
の
も
の

で
、
適
用
日
は
平
成
28
年
４
月

１
日（
金
）か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
３
月
31
日（
木
）ま

で
は
、
現
在
お
使
い
の
平
成
27

年
度
の
ゴ
ミ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お

り
で
す
の
で
、
期
日
が
来
て
か
ら

の
差
し
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
が
届

い
て
い
な
い
場
合
や
紛
失
さ
れ
た

場
合
は
お
手
数
で
す
が
、
役
場

町
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
バ
ッ
グ
で

お
買
い
物

　

国
内
で
は
年
間
約
３
０
５
億

枚
の
レ
ジ
袋
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
１
人
あ
た
り

２
５
０
枚
の
レ
ジ
袋
を
使
用
し

て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
町

内
で
換
算
す
る
と
、
１
０
０
万

枚
の
レ
ジ
袋
が
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
原
料
と

し
て
18
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
（
約
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
１
台
分
）
も
の

石
油
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
レ
ジ
袋
を
断
る

こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
だ
け
で

な
く
、
レ
ジ
袋
の
製
造
か
ら
廃

棄
ま
で
の
間
に
発
生
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
二
酸
化
炭
素
の
削
減

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
動
物
の
レ
ジ
袋
誤
飲

な
ど
、
自
然
環
境
に
与
え
る
悪

影
響
も
防
げ
ま
す
。
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
し
て
レ
ジ
袋
の
利
用

を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

医
療
安
全
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

熊
本
県
医
療
安
全
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
医
療
に
関
す
る
心

配
事
や
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
中
立
的
な

立
場
か
ら
助
言
や
情
報
提
供
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
内
容
に
つ
い
て

の
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
方
法

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
面
接
（
電
話

予
約
必
要
）

■
問
い
合
わ
せ

医
療
安
全
相
談
窓
口

☎
０
９
６（
３
８
３
）７
０
２
０

熊
本
県
健
康
福
祉
部
健
康
局
医

療
政
策
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
０
５

FAX
０
９
６（
３
８
５
）１
７
５
４

く
ま
も
と
医
療
ナ
ビ
を
ご
存

じ
で
す
か
？

　

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
が
医
療
機
関
の
情
報
を
知
り

た
い
と
思
わ
れ
た
と
き
に
、
気

軽
に
利
用
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
熊
本
県
総
合
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
く
ま
も
と
医
療
ナ
ビ
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

24
時
間
い
つ
で
も
県
内
の
医
療

機
関
の
情
報
を
自
由
に
検
索
で

き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
を
選

ぶ
時
や
急
病
の
時
に
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度　
第
１
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
実
施
の
お
知
ら
せ

　

消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
度
第
１
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
試
験
日

【
試
験
種
類
】

甲
種
・
乙
種
第
１
類
～
第
６
類
・

丙
種

【
試
験
日
】

平
成
28
年
６
月
12
日（
日
）

■
願
書
受
付
期
間
・
試
験
地

【
願
書
受
付
期
間
】

書
面
申
請

４
月
14
日（
木
）～
21
日（
木
）

電
子
申
請

４
月
11
日（
月
）～
18
日（
月
）

【
試
験
地
】
熊
本
市

■
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部
お
よ
び
熊
本
市
消
防

局
・
県
下
消
防
本
部

※
３
月
22
日（
火
）以
降
に
配
置

■
問
い
合
わ
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
支
部

熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１
丁
目
11
―
４

熊
本
県
教
育
会
館
四
階

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

■ホームページアドレス

http://mis.kumamoto.med.or.jp

■検索可能項目
　・地域
　・診療科目
　・医療機関名
　・休日在宅当番医
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４
月
６
日
～
15
日
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本
に

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

主
に
、
①
夕
暮
れ
時
と
夜
間

の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の

交
通
事
故
防
止
②
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
③
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
重
点

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

こ
の
機
会
に
、
家
族
や
地
域

ぐ
る
み
で
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

町
で
も
期
間
中
に
通
学
時
間

帯
の
街
頭
指
導
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
活
用
し
た
啓
発
を
行
い
、

交
通
事
故
防
止
を
図
り
ま
す
。

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

井　
　

高
寛  

様  

東
京
都
港
区

平
田　

義
隆  

様  

京
都
府
京
都
市

大
塚　

英
隆  

様  

愛
知
県
岡
崎
市

加
藤　

慶
子  

様  

大
阪
府
大
阪
市

城
戸　

弘
史  

様  

長
崎
県
長
崎
市

横
地　
　

賢  

様  

埼
玉
県
戸
田
市

小
金
井
敏
明  

様  

神
奈
川
県
藤
沢
市

平
松　

吉
彦  

様  

愛
知
県
岡
崎
市

佐
藤
憲
史
郎  

様  

熊
本
県
熊
本
市

福
山　

博
之  

様  

千
葉
県
浦
安
市

清
水　

桂
太  
様  

福
岡
県
北
九
州
市

渡
邉　

祐
司  
様  
千
葉
県
市
川
市

工
藤　

啓
介  

様  
東
京
都
大
田
区

松
丸　

孝
一  

様  

栃
木
県
上
三
川
町

春
山　
　

薫  

様  

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

春
山　

伸
行  

様  

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

柴
尾
慎
一
郎  

様  

福
岡
県
久
留
米
市

北
谷　

佳
久  

様  

福
井
県
福
井
市

片
山　
　

宏  

様  

千
葉
県
柏
市

亀
川　

信
吉  

様  

佐
賀
県
鳥
栖
市

合
原　

弘
志  

様  

千
葉
県
船
橋
市

真
弓　
　

透  

様  

三
重
県
津
市

香
川
八
代
意  

様  

熊
本
県
熊
本
市

橋
本　

由
美  

様  

京
都
府
京
都
市

鈴
木　

秀
彰  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

松
田　

由
美  

様  

愛
媛
県
松
山
市

石
川　

博
美  

様  

千
葉
県
流
山
市

深
田　

武
志  

様  

大
阪
府
枚
方
市

岡
本　
　

寿  

様  

広
島
県
竹
原
市

井
後　

由
香  

様  

東
京
都
大
田
区

森　
　

美
鈴  

様  

福
岡
県
福
岡
市

伊
藤　

大
義  

様  

神
奈
川
県
鎌
倉
市

岡　
　

陽
平  

様  

大
阪
府
堺
市

友
岡　

泰
明  

様  

福
岡
県
福
岡
市

山
中　
　

裕  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

秋
重
須
美
男  

様  

福
岡
県
福
岡
市

佐
藤　

香
織  

様  

東
京
都
渋
谷
区

成
塚　

清
志  

様  

東
京
都
目
黒
区

利
波　

久
雄  

様  

石
川
県
内
灘
町

新
井　

芳
弘  

様  

東
京
都
江
戸
川
区

渡
辺　

鮮
彦  

様  

千
葉
県
市
川
市

三
四　

智
史  

様  

京
都
府
京
都
市

西
嶋
奈
緒
美  

様  

山
口
県
下
関
市

佐
藤　

恵
二  

様  

広
島
県
広
島
市

和
田　

卓
也  

様  

福
岡
県
福
岡
市

寺
澤　
　

亘  

様  

愛
知
県
知
立
市

田
島　
　

暁  

様  

熊
本
県
熊
本
市

伊
牟
田
信
二  

様  

埼
玉
県
川
越
市

阪
田　

和
彦  

様  

兵
庫
県
西
宮
市

佐
藤　
　

進  

様  

徳
島
県
徳
島
市

橋
村　

晴
喜  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

西
村　

達
夫  

様  

東
京
都
目
黒
区

小
島
三
津
雄  

様  

東
京
都
杉
並
区

河
野　

律
子  

様  

東
京
都
台
東
区

栗
原　

正
利  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

上
田　

啓
悟  

様  

鳥
取
県
琴
浦
町

宮
宅　

勇
矢  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

五
十
嵐
照
人  

様  

福
岡
県
遠
賀
町

佐
藤　

博
文  

様  

福
岡
県
福
岡
市

西
田　

正
享  

様  

東
京
都
墨
田
区

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

河
津　

耕
治　
様　

中
湯
田

　

ま
た
、一
般
寄
附
と
し
て
、次
の
方
よ

り
多
額
の
ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

ほ
こ
す
ぎ
会　
様　

東
京
都

子
ど
も
に
夢
を
は
こ
ぶ
会　
様

（
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
益
金
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す
よ
う
有

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

今
月
の
表
紙

今
月
の
表
紙
は
、
駅
伝
大
会

の
時
の
写
真
で
す
。
今
月
は

「
特
集
つ
な
ぐ
」
と
い
う
記
事

を
作
り
、
た
す
き
が
つ
な
が

る
瞬
間
と
い
う
こ
と
で
、
こ

の
写
真
に
決
め
ま
し
た
。
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3/
14月 11日～　熊本県知事選挙　期日前：不在者投票

　　　　　　　管理センター１階事務室　～26日

15 火

16 水

17 木 心配ごと・行政相談　10：00～12：00　りんどう荘
1歳6ヶ月児健診  13：00～13：15受付  開発センター

18 金 定期法律相談　13：30～　役場議長室
さくら荘ミニデイサービス　13：30～

19 土

20 日 春分の日

21 月 振替休日

22 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

23 水 町内３小学校卒業式

24 木

町内小中学校修了式
きよら元気クラブ   9：30～11：30   元気プラザ中原
　　　　　　　     13：30～15：30   管理センター
認知症カフェ　「ひとよこい」　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　小国調剤薬局横 旧院長宅

25 金 町内保育園卒園式　10：00～　各保育園
高齢者健康づくり教室  14：00～16：00  湯夢プラザ

26 土

27 日
熊本県知事選挙　投・開票日
　　　　　　　　投票：各投票所
　　　　　　　　開票：管理センター２階大会議室

28 月

29 火

30 水

31 木 国民健康保険税　第10期　納期限

4/
1金

高齢者ミニデイサービス　9：30～　湯夢プラザ
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　　　　　   小国町開発センター
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

2 土

3 日

4 月

5 火 町内保育園入園式　10：00～　各保育園

6 水 春の交通安全運動（～15日）

7 木 高齢者ミニデイサービス　9：30～　上中原公民館

8 金 町内小中学校始業式

9 土

10 日 満願寺温泉感謝祭　10：00～　満願寺温泉
交通事故死ゼロを目指す日

11 月 町内小中学校入学式

12 火

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

1
／
18
生　

日
野
左さ

く

ま
久
真
く
ん

　
（
父
）秀
治･

（
母
）智
子　
　

長　

迫

1
／
19
生　

佐
藤　

心し
ん
や哉

く
ん

　
（
父
）賢
二･

（
母
）光
代　
　

田
ノ
原

1
／
29
生　

合
原　

六り
っ
か花

ち
ゃ
ん

　
（
父
）
〓
志
郎･

（
母
）翠　
　

大
谷
山

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

1
／
20　

河
津　

ア
ヤ（
89
）中
湯
田

1
／
28　

城
塚
　
末
男（
62
）湯
田
上

2
／
2　

井
　
　
昭
廣（
67
）黒　

川

2
／
10　

本
田
　
吉
範（
88
）坂
の
下

2
／
12　

井
　
カ
ズ
子（
75
）吉　

原

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（1月31日現在）

世帯数　1,771世
帯

（＋３）
　男　　1,998人

（＋６）
　女　　2,273人

（＋１）
　計　　4,271人

（＋７）
※（ ）は前月比

３月・４月平成28年
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自
然
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し
た

『
き
よ
ら
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郷
』

づ
く
り
－
　

№
6
2
8

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

BIRTHDAY
   H

A
PPY

1月
生まれ
希望者
のみ
掲載佐藤　叶亜 ちゃん

とと ああ

27.1.28生

　（父）大輔さん

　（母）未里亜さん

１才おめでとう。みんなに可愛がっ
てもらえて幸せです。これからもす
くすく元気に大きくなってね。

赤馬場

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

　卒業を間近に控えたりんどうヶ丘
小学校の６年生11人が、卒業記念
として杉材を使用した机を製作しま
した。やり方を教えてもらいながら、
用意された杉材にくまモンの焼印を
押し、電動ドリルで組み立てました。
後日児童の名前を書き入れ、ニスを
塗り完成します。最初は恐る恐る作
業していた児童も、すぐにコツをつ
かみ約２時間で組み立てました。
　一昨年の卒業生が製作した、木
のベンチと一緒に今回製作した机
が使われるそうです。

　中原保育園に、三重県津市のゆ
るキャラ「龍王さくらちゃん」が訪問
しました。
　さくらちゃんは先週末から津市を
ＰＲするために九州各地のイベン
トに出演し、熊本県を訪れるのは初
めてとのことで、今回は中原保育園
児20人との交流のひとときを楽し
みました。筆談を交えた質問タイム
や、園児も一緒にダンスを踊って交
流を深め、とても楽しそうな様子で
した。

2/19
（金） りんどうヶ丘小学校の６年生が製作

卒業記念に机を製作

2/23
（火） 三重県津市のゆるキャラ「龍王さくらちゃん」が訪問

中原保育園児と交流
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